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各種報道等によると、イスタンブールのタクシム広場に隣接する公園の再開発をめぐって発生したデモ隊と警官隊

 

の衝突がきっかけとなり、現政権に対する抗議デモがトルコの各地で行われている模様です。

政府は再開発の一環として、公園を改修し、オスマン帝国時代の兵舎をモデルとしたショッピング・モールを建設

 

する計画をたてており、これに抗議する座り込みデモが5月27日（現地、以下同様）から行われていました。31日にデ

 

モ隊を排除するために警察が介入しましたが、この際に大量の催涙ガスを使用するなど、強硬な対応が取られたこと

 

をきっかけに、反政府デモに進展しました。

トルコの反政府デモについて
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＜きっかけは公園の再開発をめぐるデモ隊との衝突＞

＜現政権の権威主義的な政策運営への不満が爆発＞

今回の件に抗議するためにイスタンブールからトルコ各地に波及した反政府デモに対しても警察の介入が繰り返

 

されたようですが、抗議者の数はその後も増加し、6月2日までに90カ所以上に拡大した模様です。抗議者は現政

 

権AKP（公正発展党）とエルドアン首相に反対するスローガンを掲げており、今回の件のような強硬な政治権力の行

 

使や酒類に対する規制が課されるなどイスラム色が強い政権運営に対して、世俗（非宗教）主義者を中心に不満が

 

高まったと考えられます。

＜今後の見通し＞

トルコはすでに民主化された国家として運営されており、今回の反政府デモは2010年から2012年にアラブ諸国で

 

発生した「アラブの春」のように民主化を求めたものではありません。トルコ各地に波及した現政権に対する不満がど

 

のように解消されるかについては、今後エルドアン首相やギュル大統領がどのような対応を行うか次第だと考えられ

 

ます。しかし、現在のエルドアン政権はイスラム色の強い地方を中心に広範な支持を得ていると考えられ、政治基盤

 

が大きく揺らぐ事態までは発展しないと考えています。

当面は反政府デモのニュース等の影響を受け、金融市場は不安定な値動きが続きやすいと考えられますが、大

 

規模なデモ等が再び発生しなければ徐々に落ち着きを取り戻すと考えられます。引き続き今後の動向を注視してい

 

きます。

以上

＜市場への影響＞

週明け3日のトルコ・リラの為替市場は対米ドルで前週末比で下落し、トルコの株式市場（イスタンブール・ナショナ

 

ル100種指数）も10.47％の下落となりました。債券市場も多くの取引参加者が様子見姿勢を強めた結果、取引は閑

 

散となり、トルコの2年物国債金利が6.78％（前週末6.07％）となるなど、パニック的に金利は上昇しました。



 
 
 
 

お取引にあたっての手数料等およびリスクについて 

手数料等およびリスクについて 

 株式等の売買等にあたっては、「ダイワ・コンサルティング」コースの店舗（支店
担当者）経由で国内委託取引を行う場合、約定代金に対して最大 1.20750％（但し、

最低 2,625 円）の委託手数料（税込）が必要となります。また、外国株式等の外

国取引にあたっては、現地諸費用等を別途いただくことがあります。 

 株式等の売買等にあたっては、価格等の変動による損失が生じるおそれがありま
す。また、外国株式等の売買等にあたっては価格変動のほかに為替相場の変動等

による損失が生じるおそれがあります。 

 信用取引を行うにあたっては、売買代金の 30％以上で、かつ 30 万円以上の委託保
証金が事前に必要です。信用取引は、少額の委託保証金で多額の取引を行うこと

ができることから、損失の額が差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあり

ます。 

 債券を当社との相対取引により売買する場合は、その対価（購入対価・売却対価）
のみを受払いいただきます。円貨建て債券は、金利水準の変動等により価格が上

下し、損失を生じるおそれがあります。外貨建て債券は、金利水準の変動に加え、

為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、債券の発行者ま

たは元利金の支払いを保証する者の財務状況等の変化、およびそれらに関する外

部評価の変化等により、損失を生じるおそれがあります。 

 投資信託をお取引していただく際に、銘柄ごとに設定された販売手数料および信
託報酬等の諸経費、等をご負担いただきます。また、各商品等には価格の変動等

による損失を生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引コースや商品毎に手数料等およびリスクは異なりますので、上場有価証券等
書面、契約締結前交付書面、目論見書、等をよくお読みください。 

 外国株式、外国債券の銘柄には、我が国の金融商品取引法に基づく企業内容の開
示が行われていないものもあります。 
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